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1.  平成23年1月期第2四半期の連結業績（平成22年1月21日～平成22年7月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年1月期第2四半期 17,619 △23.6 1,302 50.7 1,094 130.9 491 323.2
22年1月期第2四半期 23,047 ― 864 ― 473 ― 116 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年1月期第2四半期 23.69 ―

22年1月期第2四半期 5.60 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年1月期第2四半期 24,099 14,640 60.7 706.17
22年1月期 23,434 14,145 60.4 682.30

（参考） 自己資本   23年1月期第2四半期  14,640百万円 22年1月期  14,145百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年1月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年1月期 ― 0.00

23年1月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年1月期の連結業績予想（平成22年1月21日～平成23年1月20日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,300 △13.8 2,050 161.5 1,550 828.1 730 25.6 35.21



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」および平成22年８月20日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご
覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年1月期2Q  21,025,000株 22年1月期  21,025,000株

② 期末自己株式数 23年1月期2Q  293,227株 22年1月期  293,227株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年1月期2Q  20,731,773株 22年1月期2Q  20,731,786株
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当第２四半期連結累計期間（平成22年１月21日～平成22年７月20日）におけるわが国経済は、海外

経済の改善や緊急経済対策等の政策効果を背景に、個人消費の持ち直しや企業収益の改善等景気回復

の動きが見られたものの、依然として厳しい雇用情勢やデフレ状況の継続等の先行きの不透明を拭い

きれず、全体としては厳しい状態が続いております。 

 不動産業界におきましては業界全体は低迷しているものの、住宅ローン減税政策の継続、住宅資金

贈与非課税枠の拡大、及び住宅エコポイントの新設といった政策が実施されていることから中古流通

は好調に推移しております。 

 こうした市場環境の中、当社グループは中核事業である中古住宅再生事業を軸に経営資源の効率化

を図り、健全な財務状況を確保するため、在庫回転率の向上及び利益率重視の経営に努めてまいりま

した。他方、雇用情勢や所得環境の厳しい状況の中、お客様ニーズにあった低価格帯の住宅を提供す

ると共に、更なる低価格でより良い商品の開発に努めてまいりました。 

 この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は17,619百万円（前年同期比23.6％

減）、営業利益は1,302百万円（前年同期比50.7％増）、経常利益は1,094百万円（前年同期比

130.9％増）、四半期純利益は491百万円（前年同期比323.2％増）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

（中古住宅再生事業） 

当社グループの中核事業であります中古住宅再生事業の販売は引き続き堅調に推移しております。

雇用環境の悪化や個人所得の伸び悩み等から、家計の見直しやお客様の中古住宅に対する認識にも変

化が現れ、「借りる」よりは「買って」住む、「新築」よりは割安な「中古」を購入する需要が増加

しております。 

 このような環境の変化に当社は低価格帯の住宅需要を取り込むため、低価格でお値打ち価格の中古

住宅の追求と供給に努めてまいりました。一方で仕入につきましても不動産競売物件が増加するな

か、今後も所得の低下や不透明な状況が続く事を想定して積極的に低価格物件を厳選して仕入れてま

いりました。 

  その結果といたしまして、当第２四半期連結累計期間において戸建住宅の販売戸数は1,662戸(前年

同期は1,717戸で3.2％減)となりました。仕入につきましては、当第２四半期連結累計期間で1,726戸

（前年同期は1,133戸で52.3％増）となりました。当該仕入の内訳といたしましては、不動産競売市

場による仕入戸数は1,581戸、また、不動産任売市場による仕入戸数は145戸となりました。 

  以上の結果、中古住宅再生事業の売上高は16,638百万円（前年同期比19.9％減）、営業利益1,886

百万円（前年同期比7.7％減）となりました。 

（収益物件運営事業） 

収益物件の販売状況は不動産市況の悪化を受けて引き続き厳しい状態が続いており、購入される方

は一部の富裕層に限られております。このような状況下、財務体質の強化を図るため市場動向を見据

えながら価格改定を行い、早期売却を進めてまいりました。 

 以上の結果、収益物件運営事業の売上高は691百万円（前年同期比65.3％減）となり、営業損失289

百万円（前年同期は1,222百万円の営業損失）となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（その他事業） 

住宅ローン貸出事業につきましては、雇用環境の悪化や個人消費の低迷など厳しい環境が続くな

か、債務者への現状確認を行い、カウンセリングや借換えの促進を実施してまいりました。また、賃

貸事業につきましても景気悪化による雇用問題等の影響で入居率が減少するなど厳しい状況が続いて

おりますが、家賃価格の改定や契約条件の変更等の施策を行ってまいりました。 

  以上の結果、その他事業の売上高は289百万円（前年同期比3.6％増）となり、営業利益95百万円

（前年同期比1.5％増）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ665百万円増加し24,099百万円

となりました。これは、積極的な販売活動による四半期純利益491百万円の計上、営業貸付金の借換

え促進等による回収などにより現金及び預金621百万円の増加、また、販売強化目的の仕入により販

売用不動産及び仕掛販売用不動産321百万円の増加、一方、繰延税金資産129百万円の減少、有形固定

資産の売却及び減価償却費の計上により有形固定資産65百万円の減少によるものであります。 

  また、当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、１年内返済予定の長期借入金1,771百万円の減

少、一方、短期借入金21百万円及び長期借入金1,674百万円の増加、未払法人税等236百万円の増加に

より前連結会計年度末に比べ170百万円増加し9,459百万円となり、当第２四半期連結会計期間末の純

資産合計は、四半期純利益の計上等により利益剰余金が増加し、14,640百万円となりました。 

 キャッシュ・フローの状況 

現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ621百万円増加し、4,039百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、当第２四半期連結累計期間で増加した資金は694百万円（前年同期10,127百万円

増加）となりました。これは販売強化を目的に仕入を行ったことによるたな卸資産853百万円の増

加、法人税等の243百万円の納付、一方、たな卸評価損519百万円、営業貸付金の借換え促進による回

収196百万円、税金等調整前四半期純利益1,089百万円の計上によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、当第２四半期連結累計期間で増加した資金は62百万円（前年同期586百万円増

加）となりました。これは有形固定資産の売却による収入29百万円及び投資有価証券の売却による収

入13百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、当第２四半期連結累計期間で減少した資金は135百万円（前年同期6,464百万円減

少）となりました。これは短期借入金21百万円の純増、長期借入れによる収入5,184百万円の増加、

一方、社債の償還による支出60百万円、長期借入金の返済による支出5,280百万円の減少によるもの

であります。 

  

当第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成22

年２月22日の当社「平成22年１月期決算短信」にて発表しました平成23年１月期業績予想を修正いた

しました。当該予想に関する詳細は、平成22年８月20日に公表いたしました「業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照下さい。 

 また、当社グループの今後の状況を鑑み、当該通期業績予想に修正のある場合には速やかに開示し

てまいります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

  

該当事項はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年７月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,039 3,418

売掛金 25 29

販売用不動産 9,439 8,385

仕掛販売用不動産 2,760 3,493

貯蔵品 7 14

前渡金 1,230 1,137

営業貸付金 3,819 4,018

繰延税金資産 344 413

その他 262 209

貸倒引当金 △397 △403

流動資産合計 21,532 20,715

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,019 1,065

土地 1,139 1,159

その他（純額） 28 29

有形固定資産合計 2,187 2,253

無形固定資産

その他 19 26

無形固定資産合計 19 26

投資その他の資産

その他 410 492

貸倒引当金 △50 △54

投資その他の資産合計 360 438

固定資産合計 2,567 2,718

資産合計 24,099 23,434
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年７月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 598 620

短期借入金 1,064 1,042

1年内返済予定の長期借入金 3,512 5,283

1年内償還予定の社債 － 60

未払金 766 680

未払法人税等 505 269

工事保証引当金 298 279

その他 437 433

流動負債合計 7,182 8,668

固定負債

長期借入金 1,863 189

役員退職慰労引当金 361 362

その他 52 68

固定負債合計 2,277 620

負債合計 9,459 9,289

純資産の部

株主資本

資本金 3,778 3,778

資本剰余金 3,640 3,640

利益剰余金 8,097 7,606

自己株式 △877 △877

株主資本合計 14,640 14,148

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △3

評価・換算差額等合計 － △3

純資産合計 14,640 14,145

負債純資産合計 24,099 23,434
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月21日
至 平成21年７月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月21日
至 平成22年７月20日)

売上高 23,047 17,619

売上原価 19,238 13,391

売上総利益 3,809 4,227

販売費及び一般管理費 2,944 2,924

営業利益 864 1,302

営業外収益

受取利息及び配当金 3 1

受取手数料 15 16

その他 17 7

営業外収益合計 36 25

営業外費用

支払利息 162 102

貸倒引当金繰入額 46 －

シンジケートローン手数料 201 121

その他 17 9

営業外費用合計 427 233

経常利益 473 1,094

特別利益

固定資産売却益 95 7

受取保険金 11 28

貸倒引当金戻入額 － 5

社債償還益 905 －

受取和解金 170 －

その他 1 2

特別利益合計 1,184 43

特別損失

固定資産売却損 124 3

固定資産除却損 39 17

たな卸資産除却損 － 12

その他 13 15

特別損失合計 177 49

税金等調整前四半期純利益 1,480 1,089

法人税、住民税及び事業税 1,354 491

法人税等調整額 10 106

法人税等合計 1,364 598

四半期純利益 116 491
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月21日
至 平成21年７月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月21日
至 平成22年７月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,480 1,089

減価償却費 62 40

たな卸資産評価損 932 519

たな卸資産除却損 － 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） 58 △10

工事保証引当金の増減額（△は減少） 0 19

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 6

受取利息及び受取配当金 △3 △1

支払利息及び社債利息 162 102

固定資産売却損益（△は益） 28 △4

固定資産除却損 39 17

受取保険金 △11 △28

受取和解金 △170 －

社債償還益 △905 －

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,335 △853

前渡金の増減額（△は増加） △487 △93

営業貸付金の増減額（△は増加） 129 196

売上債権の増減額（△は増加） 3 3

仕入債務の増減額（△は減少） 93 △21

未払金の増減額（△は減少） △256 86

その他 209 △64

小計 10,708 1,016

利息及び配当金の受取額 3 1

和解金の受取額 20 －

利息の支払額 △148 △104

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △463 △243

役員退職慰労金の支払額 △4 △11

保険金の受取額 11 36

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,127 694

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4 △8

有形固定資産の売却による収入 618 29

無形固定資産の取得による支出 △1 △0

投資有価証券の売却による収入 － 13

その他 △24 29

投資活動によるキャッシュ・フロー 586 62

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,732 21

長期借入れによる収入 7,200 5,184

長期借入金の返済による支出 △10,387 △5,280

社債の償還による支出 △1,544 △60

自己株式の取得による支出 △0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,464 △135

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,250 621

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △0 －

現金及び現金同等物の期首残高 5,823 3,418

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,074 4,039
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該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月21日 至 平成21年７月20日) 
  

 
  

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月21日  至  平成22年７月20日) 

  

 
(注) １. 事業区分の方法 

         事業内容を勘案して区分しております。 

２. 各事業区分に属する主要な内容 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

中古住宅再生
事業(百万円)

収益物件運営
事業(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

20,777 1,990 279 23,047 ― 23,047

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 0 1 2 (2) ―

計 20,777 1,990 281 23,049 (2) 23,047

営業利益又は営業損失(△) 2,043 △ 1,222 93 914 (50) 864

中古住宅再生
事業(百万円)

収益物件運営
事業(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高

16,638 691 289 17,619 ― 17,619

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 16,638 691 289 17,619 ― 17,619

営業利益又は営業損失(△) 1,886 △ 289 95 1,692 (389) 1,302

事業区分 主要な内容

中古住宅再生事業 中古戸建住宅の再生、販売

収益物件運営事業 テナントビル、マンション、アパート等の販売

その他事業 テナントビル等の賃貸、住宅ローンの貸付・回収他
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前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月21日 至 平成21年７月20日） 

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、所在地

別セグメント情報の記載は省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月21日 至 平成22年７月20日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月21日 至 平成21年７月20日） 

  海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月21日 至 平成22年７月20日） 

  海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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